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地方創生の関連記事を「氷見市まち・ひと・しごと創生総合戦略」
の４つの基本目標で分類し、記事の上に目印を表示しました。
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流れをつくる
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時代に合った
地域をつくる
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� 大計をつくる
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“
豊
か
な
氷
見
暮
ら
し
”の
拠
点
づ
く
り

　
成
熟
化
社
会
を
迎
え
、
人
口
減
少
時
代
に

あ
っ
て
も
、
真
に
“
豊
か
な
暮
ら
し
と
未
来

へ
の
希
望
”
を
持
て
る
ま
ち
づ
く
り
を
実
現

す
る
た
め
に
、
市
で
は
「
地
方
創
生
」
の
一

環
と
し
て
、〈
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
〉
の
策

定
や
〈
新
文
化
施
設
〉
の
基
本
計
画
づ
く
り

に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　
無
作
為
抽
出
に
よ
り
選
ば
れ
た
市
民
約
2

千
人
の
中
か
ら
80
人
の
方
に
市
民
会
議
委
員

に
応
じ
て
い
た
だ
き
、〈
新
文
化
施
設
〉を
中

心
と
し
た
新
し
い
拠
点
整
備
に
関
す
る
意
見

を
重
ね
て
き
ま
し
た
。今
年
度
、計
7
回
に
わ

た
る
検
討
を
経
て
、こ
の
度
、基
本
計
画
案
が

ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
、ご
報
告
し
ま
す
。

“
縮
充
す
る
社
会
”（
＊
）を
前
提
と
し
た
工
夫

①
「
複
合
的
な
施
設
」
と
し
て
整
備
し
ま
す

　
市
民
会
館
だ
け
で
は
な
く
子
育
て
拠
点
や

産
品
直
売
所
（
マ
ル
シ
ェ
）、
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

な
ど
、
相
互
に
に
ぎ
わ
い
を
創
り
あ
げ
る
こ

と
が
で
き
る
施
設
を
複
合
的
に
組
み
合
わ

せ
、
整
備
し
ま
す
。

（
＊
）“
縮
充
す
る
社
会
”
の
解
説
は
5
㌻

② 「
公
民
連
携
」
の
考
え
方
を
導
入
し
ま
す

　
収
益
性
が
見
込
み
づ
ら
い
公
共
施
設
（
文

化
施
設
）
の
維
持
管
理
費
を
隣
接
す
る
民
間

事
業
の
地
代
や
固
定
資
産
税
に
よ
り
低
減
し

ま
す
。

③ 「
将
来
の
人
口
増
」
に
つ
な
げ
ま
す

　
若
者
や
女
性
が
新
し
い
氷
見
暮
ら
し
の
豊

か
さ
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
文
化
的
生
活

を
発
想
す
る
拠
点
と
し
、
ま
ち
へ
の
誇
り
や

つ
な
が
り
を
育
む
場
と
位
置
づ
け
ま
す
。

公
共
施
設
と
し
て
提
供
す
る
複
合
機
能

　
複
合
機
能
の
１
つ
目
は
、
多
機
能
な
マ
ル

チ
ホ
ー
ル
で
す
。
芸
術
活
動
の
発
表
か
ら
式

典
、
交
流
、
展
示
や
鑑
賞
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
利
用
形
態
を
想
定
し
、
稼
働
利
用
率
向
上

に
つ
な
げ
ま
す
。
ふ
れ
あ
い
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
・
サ
ブ
ア
リ
ー
ナ
の
広
さ
に
相
当
す
る

1
2
0
0
㎡
を
想
定
し
、
快
適
な
5
0
0
席

の
観
客
席
を
確
保
し
ま
す
。
ま
た
、
旧
市
民

会
館
で
も
ホ
ワ
イ
エ
を
活
用
し
て
状
況
に
応

じ
た
展
覧
会
場
を
設
え
て
い
ま
し
た
が
、
新

文
化
施
設
に
お
い
て
は
、
マ
ル
チ
ホ
ー
ル
と

連
動
し
て
利
用
で
き
る
ギ
ャ
ラ
リ
ー
・
ホ
ワ

イ
エ
を
２
階
に
整
備
し
ま
す
。

　
１
階
に
は
、
市
民
会
議
で
も
要
望
の
高

か
っ
た
音
楽
練
習
ス
タ
ジ
オ
を
複
数
整
備
し

ま
す
。
創
造
活
動
を
支
援
す
る
た
め
、
創
作

ア
ト
リ
エ
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
ス
ペ
ー
ス
も

充
実
さ
せ
、
市
民
の
日
常
的
な
芸
術
活
動
を

積
極
的
に
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

　
２
つ
目
は
、
親
子
や
子
ど
も
同
士
が
安
心

し
て
遊
び
憩
え
る
キ
ッ
ズ
ス
ペ
ー
ス
を
設
け

ま
す
。
眼
前
に
広
が
る
芝
生
広
場
と
自
由
に

行
き
来
が
で
き
、
の
び
の
び
と
子
育
て
が
で

き
る
環
境
を
整
え
ま
す
。

　
３
つ
目
は
、
中
・
高
校
生
を
中
心
と
し
た

若
者
の
居
場
所
と
な
る
学
習
室
機
能
を
備
え

た
情
報
・
交
流
ス
ペ
ー
ス
で
す
。
あ
わ
せ
て
、

食
文
化
に
係
る
起
業
支
援
を
目
的
と
し
た
ラ

イ
ブ
ラ
リ
ー
や
教
育
・
研
究
機
能
の
充
実
を

図
る
こ
と
も
提
案
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
文
化
活
動
の
発
表
や
鑑
賞
を
中
心
と
し
た

従
来
の
市
民
会
館
の
主
要
機
能
に
加
え
、
市

民
が
文
化
活
動
に
自
然
に
出
会
い
、
ふ
れ
あ

う
き
っ
か
け
が
散
り
ば
め
ら
れ
た
空
間
と
な

る
こ
と
で
し
ょ
う
。
ま
た
、
文
化
の
概
念
を

広
く
捉
え
、
食
文
化
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
今

日
的
な
文
化
活
動
が
生
ま
れ
育
っ
て
い
く
創

造
の
広
場
と
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

特集	 地方創生100年の
	 大計をつくる

新文化施設　建築計画図

©オンサイト計画設計事務所

第 2 回市民会議の様子

新
文
化
施
設
基
本
計
画
案
が

�

発
表
さ
れ
ま
し
た

基本目標 Ⅳ 特集　地方創生100年の大計をつくる基本目標 Ⅱ

［新文化施設基本計画］と［氷見市グランドデザイン］から
見えてきた希望ある “まちの未来”

1階

2階

Ｈ
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市民会館の機能移転

市民病院の移転

①市庁舎の移転
H26.5.7

③ひみ漁業交流館
魚々座

H27.4.21

⑦氷見駅周辺整備
H28.4.27

朝日山公園整備
⑥屋外トイレ H28.4.9
⑭休憩施設 H29.3月末

⑤まちづくりバンク
H27.9.19

⑩氷見市IJU（移住）
応援センター

H28.11.8

④潮風ギャラリー
リニューアル

H27.8.7

⑬湊川べり倉庫の保全・活用
H29.3月末

②ひみ中央こども舎
H27.4.1

⑨北の橋架け替え
H28.10.3

⑫中央町ポケットパーク
H29.3月末

⑧比美乃江公園
パークゴルフ場 H28.4.28

ひみ番屋街

⑪新文化施設基本計画案
H29.2.19

近年の都市構造の変化と
まちづくり

　
先
の
誌
面
で
お
示
し
し
た
新
文
化
施
設

が
、
人
々
が
集
ま
る
交
流
拠
点
と
し
て
整
備

さ
れ
て
い
く
よ
う
に
、
氷
見
市
で
は
近
年
、

多
く
の
建
物
の
再
配
置
や
見
直
し
が
進
ん
で

い
ま
す
。

　
高
度
経
済
成
長
時
代
の
建
物
が
更
新
時
期

を
迎
え
、
①
市
庁
舎
の
移
転
、
②
ひ
み
中
央

こ
ど
も
舎
の
開
設
、
③
ひ
み
漁
業
交
流
館 

魚
々
座
の
開
設
、
④
潮
風
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
改

修
、
⑤
ま
ち
づ
く
り
バ
ン
ク
の
開
設
、
⑥
朝

日
山
公
園
屋
外
ト
イ
レ
の
完
成
、
⑦
氷
見
駅

周
辺
整
備
の
完
成
、
⑧
比
美
乃
江
公
園
の
造

成
、
⑨
北
の
橋
架
け
替
え
工
事
の
開
始
、
⑩

氷
見
市
I
J
U
（
移
住
）
応
援
セ
ン
タ
ー
の

開
設
、
⑪
新
文
化
施
設
基
本
計
画
案
の
発

表
、
⑫
中
央
町
ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク
の
整
備
、

⑬
湊
川
べ
り
倉
庫
の
保
全
・
活
用
、
⑭
朝
日

山
公
園
の
施
設
整
備
な
ど
、
10
以
上
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
が
進
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
課
題
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
単

体
で
考
え
て
ば
ら
ば
ら
に
進
め
る
の
で
は
な

く
、ま
さ
に「
地
域
1
0
0
年
の
大
計
」の
観

点
か
ら
、未
来
の
人
口
推
移
を
見
通
し
、都
市

の
活
力
維
持
に
必
要
な
機
能
な
ど
を
整
理
し

な
が
ら
、氷
見
の
進
む
べ
き
方
向
を
示
し
て

い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。こ
の
こ
と
を

議
論
し
、具
体
的
に
ま
ち
を
組
み
直
し
て
い

く
こ
と
が
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
な
の
で
す
。

　
こ
れ
ま
で
、
庁
内
で
の
調
査
検
討
を
は
じ

め
、
有
識
者
に
よ
る
検
討
委
員
会
を
6
回
開

催
し
ま
し
た
。

　
平
成
29
年
度
で
は
、
こ
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ

イ
ン
の
素
案
を
も
と
に
、
子
ど
も
か
ら
大
人

ま
で
、
多
様
な
市
民
の
皆
さ
ん
の
想
い
を
お

聞
き
し
な
が
ら
、
こ
う
あ
っ
て
ほ
し
い
と
市

民
が
共
有
で
き
る
「
ま
ち
の
ビ
ジ
ョ
ン
」
に

ま
と
め
あ
げ
ま
す
。

都
市
縮
小
時
代
の
ま
ち
づ
く
り

立
地
適
正
化
計
画
を
策
定
し
て
い
ま
す

　
ま
た
関
連
す
る
「
立
地
適
正
化
計
画
」
で

は
、
都
市
機
能
や
居
住
の
誘
導
区
域
を
設
定

し
、「
山
間
部
地
域
の
生
活
サ
ポ
ー
ト
拠
点

形
成
」
や
、
ま
ち
な
か
と
山
間
部
を
公
共
交

通
で
つ
な
ぐ
た
め
の
「
交
通
シ
ス
テ
ム
づ
く

り
」
を
基
本
方
針
と
し
て
定
め
て
い
き
ま

す
。
そ
し
て
、
新
文
化
施
設
に
つ
い
て
は
、

都
市
機
能
を
誘
導
す
る
大
切
な
施
設
と
位
置

づ
け
ま
す
。
山
間
部
と
市
街
地
の
交
流
を
支

え
る
各
種
の
移
動
手
段
を
結
ぶ
「
交
流
結
節

拠
点
」
に
つ
い
て
も
、
重
要
な
都
市
機
能
と

し
て
位
置
づ
け
て
い
ま
す
。

ま
ち
の「
多
孔
化
」と「
縮
充
」へ
の
対
応

　
市
域
全
体
で
も
人
口
減
少
に
伴
い
、
空
き

地
・
空
き
家
が
増
え
、
あ
た
か
も
ス
ポ
ン
ジ

の
よ
う
に
ま
ち
に
穴
が
あ
い
て
い
く
「
多
孔

化
」
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
縮
む
ま
ち
の
課
題
を
直
視
し
な

が
ら
、
ま
ち
を
創
造
的
に
充
実
さ
せ
て
い

く
「
縮
充
」
の
考
え
の
も
と
、
こ
れ
か
ら
の

氷
見
ら
し
い
景
観
の
あ
り
方
や
、
公
共
空
地

を
含
む
周
辺
の
空
き
地
・
空
き
家
の
活
用
を

と
も
に
考
え
て
き
ま
し
た
。
次
ペ
ー
ジ
か
ら

は
、
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
素
案
の
一
部
を
ご

紹
介
し
ま
す
。

基本目標 Ⅳ 特集　地方創生100年の大計をつくる基本目標 Ⅱ
公
民
連
携
事
業
と
し
て
の
民
間
施
設
部
分

　
公
共
施
設
と
連
携
し
て
こ
の
場
所
が
「
新

し
い
豊
か
な
氷
見
暮
ら
し
の
拠
点
」
と
な
る

た
め
に
ふ
さ
わ
し
い
民
間
事
業
を
検
討
し
て

い
ま
す
。

　
氷
見
市
に
お
い
て
公
民
連
携
で
こ
の
事
業

を
進
め
る
理
由
は
、
次
の
観
点
か
ら
で
す
。

①�

公
共
施
設
を
単
体
で
つ
く
る
よ
り
も
使
い

や
す
く
、
楽
し
く
、
に
ぎ
わ
い
が
増
す
。

②�

地
代
や
固
定
資
産
税
に
よ
り
公
共
施
設
部

分
の
維
持
管
理
費
が
低
減
さ
れ
る
。

③�

氷
見
の
強
み
で
あ
る
食
文
化
に
係
る
産
業

の
育
成
に
つ
な
げ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
食
文
化
に
係
る
ス

ク
ー
ル
や
研
究
所
、
商
品
企
画
開
発
事
業
や

起
業
支
援
事
業
を
展
開
す
る
キ
ッ
チ
ン
ス
タ

ジ
オ
を
想
定
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
ら

と
連
携
し
た
レ
ス
ト
ラ
ン
や
カ
フ
ェ
、
地
場

産
食
材
が
あ
ふ
れ
る
マ
ル
シ
ェ
が
豊
か
な
氷

見
暮
ら
し
に
彩
り
を
添
え
ま
す
。
さ
ら
に
、

こ
の
事
業
で
は
、
敷
地
の
一
画
に
豊
か
で
快

適
な
住
環
境
と
し
て
光
熱
費
が
域
外
に
流
出

し
な
い
エ
コ
集
合
住
宅
を
提
案
し
て
い
ま

す
。

　
な
お
、
現
在
の
敷
地
に
お
い
て
は
、
駐
車

台
数
を
2
3
5
台
と
計
画
し
て
い
ま
す
。
旧

市
民
病
院
の
駐
車
場
と
し
て
借
り
上
げ
て
い

た
敷
地
外
を
再
度
、
借
り
上
げ
ま
た
は
、
取

得
し
た
場
合
、
合
計
3
3
5
台
ほ
ど
に
な
り

ま
す
。

　
こ
の
基
本
計
画
案
は
、
公
民
連
携
事
業

の
イ
メ
ー
ジ
と
公
共
施
設
と
し
て
の
方
向

性
、
文
化
施
設
の
使
命
や
提
供
す
る
機

能
・
規
模
を
お
伝
え
す
る
も
の
で
す
。
今

後
、
設
計
の
段
階
で
は
、
公
共
施
設
の
使

い
手
の
皆
さ
ん
や
民
間
施
設
の
事
業
者
の

皆
さ
ん
と
連
携
し
て
詳
細
を
詰
め
て
い
き

ま
す
。

【
問
合
せ
】

　
芸
術
・
新
文
化
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
室

　
☎
74
―

8
2
1
5

©オンサイト計画設計事務所

複合施設の規模・用途・内容（想定）
公共施設（公共棟） 民間施設（民間棟） 屋外施設

マルチホール（500 席） 1,220㎡ カフェ

1,600㎡

芝生広場（40m×80m）

ギャラリー・ホワイエ 260㎡ レストラン 回廊・テラス・キッチンカースペースなど
練習スタジオ（3） 150㎡ キッチンスタジオ 駐車場（235 台）

アトリエ/ワークショップ スペース（4） 190㎡ テナント
キッズスペース 200㎡ マルシェ 1,000㎡
情報交流スペース 360㎡ エコ住宅（8 戸）

800㎡
管理室・バックヤードほか 420㎡

テナント（4）

テナント（2） 150㎡
小　計 2,800㎡ 小　計 3,550㎡

延 べ 床 面 積　　6,350 ㎡

建築計画図 断面図　© 株式会社みかんぐみ

グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
を

�

策
定
し
て
い
ま
す

（下図は氷見市用途地域図を使用）
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基本目標 Ⅳ 特集　地方創生100年の大計をつくる基本目標 Ⅱ

「空」や「間」から生活を創造する多交型・多幸型都市 新年度から市民の皆さんのご意見をいただきながら策定を進めていきます
〈都市の多孔化〉 〈多交型・多幸型都市へ〉〈現在の都市構造〉

山林 農村

漁村 市街地

市
街
地
公
共
空
地
の
活
用
方
針
の

�

市
民
対
話
を
進
め
ま
す

　
市
街
地
で
は
、新
文
化
施
設
の
拠
点
整
備

を
進
め
る
旧
市
民
病
院
跡
地
の
ほ
か
に
、旧

市
役
所
跡
地
、市
民
会
館
敷
地
、旧
朝
日
丘
小

学
校
跡
地
と
い
っ
た
公
共
空
地
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
公
共
空
地
で
は
、
周
辺
街
区
と

一
体
と
な
っ
た
界
隈
づ
く
り
を
進
め
、
そ
れ

ぞ
れ
、
観
光
や
防
災
、
文
化
と
憩
い
、
子
育

て
や
健
康
な
ど
の
テ
ー
マ
性
を
持
つ
建
物
と

広
場
が
、
ま
ち
に
新
し
い
表
情
を
生
み
出
す

整
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
今
後
、
こ
の
素
案
に
つ
い
て
の
説
明
会
を

開
催
し
な
が
ら
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
ご

意
見
を
ふ
ま
え
て
決
定
し
て
い
き
ま
す
。

【
問
合
せ
】　
都
市
計
画
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
デ

ザ
イ
ン
応
援
課　
☎
74
―

8
0
7
8

　
「
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
」
で
は
、
増
え
続
け
る
空
き
家

や
空
き
地
、
休
耕
地
、
公
共
遊
休
地
を
地
域
資
源
と
と
ら

え
、
暮
ら
し
を
豊
か
に
す
る
場
と
し
て
活
用
し
て
い
き
ま

す
。

　
都
市
全
体
を
「
大
き
な
家
」
と
し
て
、
交
流
を
生
み
出

す
場
、
文
化
創
造
に
結
び
つ
く
場
、
地
域
活
力
を
育
む
場

な
ど
、
市
民
み
ん
な
が
と
も
に
幸
せ
に
な
れ
る
つ
な
が
り

を
デ
ザ
イ
ン
し
て
い
き
ま
す
。

１
．活
力
と
魅
力
に
富
ん
だ
市
街
地
の
形
成

　
利
便
性
と
魅
力
が
あ
る
ま
ち
な
か
居
住
環
境
の
形
成
を
進

め
、
市
の
中
心
部
か
ら
市
全
体
に
経
済
活
動
が
波
及
す
る
な

ど
、
に
ぎ
わ
い
あ
る
市
の
中
心
部
が
、
市
全
域
の
発
展
を
牽

引
す
る
エ
ン
ジ
ン
と
な
る
ま
ち
を
目
指
し
ま
す
。

　
利
便
性
の
高
い
都
市
サ
ー
ビ
ス
の
供
給
を
可
能
に
す
る
た

め
に
、
都
市
機
能
の
集
約
配
置
や
生
活
サ
ー
ビ
ス
機
能
の
充

実
を
図
り
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
が
愛
着
を
も
っ
て
住

み
続
け
ら
れ
る
ま
ち
を
目
指
し
ま
す
。

２
．流
域
山
間
部
の
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り

　
流
域
山
間
部
と
市
街
地
が
互
い
に
補
い
あ
う
関
係
を
引
き

続
き
維
持
し
な
が
ら
、
市
街
地
の
都
市
機
能
や
生
活
利
便
性

を
享
受
で
き
る
交
流
に
支
え
ら
れ
た
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く

り
を
目
指
し
ま
す
。
ま
た
、
美
し
い
自
然
や
風
景
、
多
様
な

農
産
物
や
水
産
資
源
な
ど
、
生
産
と
生
活
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

が
近
く
に
あ
る
氷
見
市
の
個
性
を
活
か
し
て
、
資
源
や
経
済

が
循
環
す
る
ま
ち
を
目
指
し
ま
す
。

３
．人
々
の
絆
と
共
助
社
会
を
育
む
ま
ち

　
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
核
が
あ
っ
て
、
多

様
な
交
流
と
地
域
の
絆
の
な
か
で
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
ま
ち
を
目
指
し
ま
す
。

　
黒
瓦
の
家
並
み
、
海
沿
い
の
漁
師
町
、
里
山
に
育
ま
れ
た

田
園
集
落
な
ど
、
多
様
な
環
境
の
中
で
個
性
豊
か
な
暮
ら
し

と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
育
て
ま
す
。

栗生明さん

　
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
有
識
者
検
討
委
員
で
あ

り
、
ひ
み
獅
子
舞
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
や
氷
見
駅
周

辺
整
備
事
業
、
北
の
橋
架
け
替
え
の
基
本
設
計

に
携
わ
っ
て
お
ら
れ
る
建
築
家
の
栗
生
明
さ
ん

に
、
氷
見
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
、
こ
れ
か
ら

の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
う
か
が
い
ま
し
た
。

「
空（
あ
き
）」や「
間（
あ
い
だ
）」か
ら
の

�

「
風
土
再
生
」

　
わ
た
し
は
か
ね
て
か
ら
「
景
観
十
年
、
風
景

百
年
、
風
土
千
年
」
と
考
え
て
い
ま
す
。
で
す

か
ら
、
長
期
的
ビ
ジ
ョ
ン
が
問
わ
れ
る
グ
ラ
ン

ド
デ
ザ
イ
ン
の
テ
ー
マ
は
「
風
土
再
生
」
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　
哲
学
者
の
和
辻
哲
郎
は
か
つ
て
「
風
土
と
は

単
な
る
自
然
環
境
で
は
な
く
し
て
人
間
の
精
神

構
造
の
中
に
刻
み
込
ま
れ
た
自
己
了
解
の
仕
方

に
他
な
ら
な
い
」
と
し
ま
し
た
。
風
景
学
者
の

中
村
良
夫
は
「
風
土
と
は
自
然
の
懐
へ
産
み
落

と
さ
れ
、
自
律
的
に
育
ま
れ
た
人
の
生
活
の
仕

方
と
絆
が
歴
史
的
に
結
晶
し
た
地
域
固
有
の
人

間
環
境
の
姿
」
で
あ
る
と
し
ま
し
た
。

　
ひ
と
は
、「
風
土
」
に
よ
っ
て
自
分
は
何
者

で
あ
る
か
理
解
し
、
自
然
と
対
話
し
な
が
ら
自

ら
を
作
り
あ
げ
る
も
の
で
す
。
長
い
生
活
の
歴

史
の
堆
積
が
、
自
然
と
人
間
と
社
会
を
つ
な
ぐ

「
風
土
」
に
集
約
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
の
人
口
減
少
し
て
い
く
時
代
で

は
、
ま
ち
に
多
く
の
空
き
地
や
空
き
家
、
空
き

公
共
空
間
が
増
え
て
い
き
ま
す
。
そ
う
い
う
時

代
で
は
、「
空
（
あ
き
）」
を
資
源
と
捉
え
、「
空

間
」「
時
間
」「
人
間
」
の
3
つ
の
「
間
（
あ
い

だ
）」
を
大
切
に
し
、
暮
ら
し
を
豊
か
に
す
る

方
向
で
活
用
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
そ
の
た

め
に
は
、
①
お
金
を
あ
ま
り
か
け
ず
、
む
し
ろ

お
金
が
入
っ
て
く
る
仕
組
み
を
考
え
る
、
②
使

い
方
の
社
会
実
験
を
重
ね
、
祭
り
化
し
て
愉
し

み
を
つ
く
る
、
③
氷
見
独
特
の
「
空
（
あ
き
）」

と
し
て
創
造
す
る
、
と
い
う
こ
と
が
大
切
で

す
。

　
道
路
も
「
空
（
あ
き
）」
の
空
間
で
す
。
車
か

ら
歩
行
者
中
心
へ
と
住
民
の
生
活
優
先
の
社
会

へ
の
再
転
換
を
す
る
社
会
実
験
と
し
て
、
道
路

空
間
を
使
い
こ
な
し
て
マ
ル
シ
ェ
や
祭
り
を
し

て
い
く
の
も
い
い
で
し
ょ
う
。

 

玉
く
し
げ　

二
上
山
に
鳴
く
鳥
の 

�

声
の
恋
し
き　

時
は
来
に
け
り

　
大
伴
家
持
が
、
故
郷
・
奈
良
の
二
上
山
と
同

じ
名
で
あ
る
山
の
風
景
や
土
に
愛
着
を
持
っ
て

詠
ん
で
か
ら
約
1
3
0
0
年
。

　
こ
れ
か
ら
の
千
年
を
継
い
で
い
く
た
め
に
、

「
空
（
あ
き
）」
や
「
間
（
あ
い
だ
）」
を
愉
し
み

活
か
す
社
会
実
験
と
対
話
か
ら
「
風
土
再
生
」

を
始
め
て
み
る
の
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

都市デザイン戦略（未来を展望する方策）

都市づくりの理念（氷見の進むべき方向）

都市づくりの目標（氷見の進むべき方向）

現在策定中のグランドデザイン素案の
一部をご紹介します

四里四方の里山・里海の
恵みを活かす持続可能なまち（仮称）

氷見の
進むべき方向

将来こうありたい
という夢や
暮らしの価値

未来を
展望する方策
都市デザインや

都市マネジメントの
基本的な考え方

氷見市グランドデザイン

氷見の進むべき方向や
未来を展望する方策を、

まちのライフスタイルの絵姿として示すもの

有
識
者
の
声

仕組み
形成機能

地域資源
発掘機能

活用
アイデア
構想機能

エリア
マネジメント
機能

社会実験
機能

まちづくり支援
プラットフォーム

中間支援組織

元気応援ファンド
（仮称）

都市マネジメントの仕組み

民間の知恵や活力を引き出すために、地域資源などの情報開
示を進め、社会実験の動きを後押しし、モデルとなる活動の
持続性と普及を図るための仕組みを構築します。
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日	 3月27日㈪ 午後1
時～

場	 ふれあいスポーツ
センター

対	 舞鶴（鹿児島県）と小
山第三（栃木県）の勝者

【開催地代表】北部中
学校／男子

初
戦

日	 3月26日㈰ 午後3
時40分～

場	 ふれあいスポーツ
センター

対	 LHC静岡（静岡県）

【県代表】西條中学校
／男子

初
戦

日	 3月26日㈰ 午前11時40分～場	 ふれあいスポーツセンター対	 下稲吉（茨城県）

【開催地代表】北部中学校／女子
初
戦

日	 3月26日㈰ 午前9時～場	 ふれあいスポーツセンター対	 三郷北（埼玉県）

【県代表】十三中学校／女子
初
戦

　
待
ち
に
待
っ
た「
春
中
ハ
ン
ド
」が
い

よ
い
よ
開
幕
し
ま
す
。昨
年
は
十
三
中

学
校
女
子
が
3
位
に
入
賞
と
大
健
闘
。

氷
見
市
で
は
平
成
17
年
度
か
ら「
春
中

ハ
ン
ド
」を
開
催
し
て
い
て
、選
手
た
ち

に
と
っ
て
は
小
さ
な
頃
か
ら
憧
れ
た
夢

の
舞
台
で
す
。東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
へ

の
可
能
性
を
秘
め
た「
若
き
才
能
」へ
、

ぜ
ひ
ご
声
援
を
！

　
各
県
チ
ー
ム
に
対
す
る
サ
ポ
ー
ト
担
当
地
区
は
昨
年
と
同

じ
で
す
。各
地
区
か
ら
推
薦
さ
れ
た「
応
援
サ
ポ
ー
タ
ー
」を

中
心
に
、地
区
全
体
で
全
国
か
ら
集
ま
る
チ
ー
ム
に
声
援
を
送

り
ま
し
ょ
う
。

地
　
　
　
区

都
道
府
県

朝
日
丘

岩
上
、村
上
、上
伊
勢
、中
伊

勢
、田
町
、松
田
江
町

神
奈
川
県

下
伊
勢
、高
砂
町
、地
蔵
町
、

朝
日
南
部
、朝
日
北
部
、七

軒
町

新
潟
県

御
座
町
、南
上
、南
中
、南
下
、

仕
切
、川
原

石
川
県

東

湊
、中
町
、浜
町
、新
町
、今
町
三
重
県

本
川
、入
船
町
、向
島

滋
賀
県

加
納
町
、宗
源
寺
、諏
訪
野

京
都
府

池
田
町
、北
加
納

大
阪
府

加　
納
大
野
新
、沖
布
、鞍
川
裏
出
、

鞍
川
表
出
、有
磯
地
区

長
崎
県

谷
内
、中
程
、浦
出

熊
本
県

稲　
積
間
島
、新
道

福
岡
県

上
稲
積
、下
稲
積

佐
賀
県

窪

園

大
分
県

柳
田
１
～
６

宮
崎
県

柳
田
７
～
11
、事
業
団
住
宅
鹿
児
島
県

窪

沖
縄
県

宮　
田
島
尾

愛
媛
県

宮
田
、上
泉
、下
田
子
、上
田

子
、小
竹
、泉
の
杜

高
知
県

十
二
町
上
十
二
町
、下
十
二
町

徳
島
県

万
尾
、川
尻
、海
津
、下
久
津

呂
、上
久
津
呂
、粟
原
、中
谷

内
、西
朴
木

香
川
県

布　
勢
布
施
、深
原
、矢
田
部
、三
田
窪
広
島
県

城
飯
久
保
、寺
飯
久
保
、飯

久
保
新
町

山
口
県

神　
代
大
浦
、大
浦
市
営
住
宅
、大

浦
新
町

島
根
県

堀
田
、神
代
、蒲
田
、矢
方

岡
山
県

地
　
　
　
区

都
道
府
県

仏
生
寺
惣
領
、鞍
骨
、鉾
根

和
歌
山
県

寺
中
、大
窪
、脇
之
谷
内
、大

覚
口
、上
中
、吉
池
、上
原
、

細
越

鳥
取
県

上　
庄
大
野
、泉
、中
尾
、上
田

兵
庫
県

柿
谷
、七
分
一
、中
村

奈
良
県

熊　
無
論
田
、熊
無

静
岡
県

谷
屋
、新
保

愛
知
県

速　
川
小
窪
、田
江
、早
借

長
野
県

小
久
米
、日
名
田
、三
尾
、床

鍋
、葛
葉
、日
詰

岐
阜
県

久　
目
久
目
、触
坂
、桑
院

福
井
県

赤
毛
、土
倉
、坪
池
、棚
懸
、

一
の
島
、上
岩
瀬
、下
岩
瀬
、

老
谷
、見
内

山
梨
県

余　
川
余
川
１･

２･

７

千
葉
県

余
川
３･

４･

５･

６

東
京
都

碁　
石
上
余
川
、寺
尾
、懸
札

群
馬
県

吉
懸
、一
刎
、味
川

埼
玉
県

八　
代
八
代
地
区
全
域

栃
木
県

阿　
尾
指
崎
、森
寺
、北
八
代

福
島
県

阿
尾

茨
城
県

薮　
田
小
杉
、泊

秋
田
県

薮
田

山
形
県

宇　
波
宇
波
、白
川
、下
戸
津
宮
、

上
戸
津
宮
、大
窪

岩
手
県

脇
方
、小
境
、大
境

宮
城
県

女　
良
中
田
、姿

北
海
道

中
波
、平
の
山
、脇
、長
坂
、

平
沢
、吉
岡
、平

青
森
県

ふれあい
スポーツセンター

氷見高校

会場

会場

会場

南部中学校

至 氷見漁港

春中ハンド
インフォメーション 第12回春の全国中学生　ハンドボール選手権大会

いよい
よ

開幕！

3
月
25
日
㈯　
開
会
式

　
場	

ふ
れ
あ
い
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

3
月
26
日
㈰　
男
女
1
回
戦

　
場	

ふ
れ
あ
い
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
、

	

氷
見
高
校
、南
部
中
学
校

3
月
27
日
㈪　
男
女
2
回
戦

　
場	
ふ
れ
あ
い
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
、

	
氷
見
高
校
、南
部
中
学
校

3
月
28
日
㈫　
男
女
3
回
戦
、準
々
決
勝

　
場	

ふ
れ
あ
い
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
、

	

氷
見
高
校

3
月
29
日
㈬　
男
女
準
決
勝
、決
勝
、

　
　
　
　
　
　
閉
会
式

　
場	

ふ
れ
あ
い
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

春
中
ハ
ン
ド
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
ト
ー
ナ
メ

ン
ト
表
を
掲
載
し
て
い
ま
す

http://w
w

w
7a.biglobe.ne.jp/~

haruhand/

大
会
日
程

みんなで
応援に
行こう！

　
開
会
式
や
地
元
チ
ー
ム
の
試
合
、準
決
勝
・

決
勝
戦
を
ひ
み
チ
ャ
ン
９
で
放
送
し
ま
す
。

　
会
場
周
辺
の
駐
車
場
は
左
図
の
と
お

り
で
す
。
緊
急
車
両
な
ど
の
通
路
を
確

保
す
る
た
め
、
路
上
駐
車
を
し
な
い
よ

う
に
お
願
い
し
ま
す
。

※
状
況
な
ど
に
よ
り
変
更
と
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

　
競
技
期
間
中
Ｊ
Ｒ
氷
見
駅
か
ら
各
会

場
を
経
由
す
る
無
料
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を

運
行
し
ま
す
。

【
問
合
せ
】

春
の
全
国
中
学
生
ハ
ン
ド

ボ
ー
ル
選
手
権
大
会

氷
見
市
実
行
委
員
会
事
務

局�

☎
74
―
8
5
0
2

会場周辺の一般駐車場

Ｊ
Ｒ
氷
見
駅

南
部
中
学
校
下

ふ
れ
あ
い
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

氷
見
高
校

日 日時
場 場所
対 対戦相手

ふ
れ
あ
い
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
の

イ
ベ
ン
ト

駐
車
場
の
ご
案
内

無
料
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
が
出
ま
す

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
中
継

応
援
サ
ポ
ー
ト
担
当
地
区

　氷見市では2020年までの「春中ハンド」の継続開催と新たな取り組みのために、
クラウドファンディングを実施します。
　全国各地から参加する中学生に夢や希望を与え、「春中ハンド」から世界へ羽ば
たく選手を発掘するための新たな取り組みについて、ご賛同いただける方は次の
ホームページまでお願いします。
検索方法 　

①「春中ハンド」の継続開催はこちらへ　 ふるさとチョイス ＿ 氷見 　で検索
②「春中ハンド」の新たな取り組みについてはこちらへ　 readyfor ＿ ハンド 　で検索

ふれあいの森
第二駐車場

朝日山公園
氷見高校
駐車場

①�『
送
球
ボ
ー
イ
ズ
』
原
作
者
フ
ウ
ワ
イ

氏
・
作
画
者
サ
カ
ズ

キ
九
氏
サ
イ
ン
会

　
日 

25
日
㈯

②�

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
・

　
タ
ー
ゲ
ッ
ト

　
日 

25
日
㈯　
午
後
１
時
～
1
時
50
分

　
参
加
無
料
・
上
履
き
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

③
寒
ぶ
り
っ
娘こ

の
歌
と
踊
り

　
日 

25
日
㈯　
午
後
3
時
～

④�

ム
ジ
カ
・
グ
ラ
ー
ト
氷
見

　
演
奏
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

　
日 

25
日
㈯　
午
後
３
時
～

⑤�

「
春
中
ハ
ン
ド
」
オ
リ
ジ
ナ
ル
ユ
ニ

フ
ォ
ー
ム
試
着
・
記
念
撮
影
コ
ー
ナ
ー

　
日 

25
日
㈯
～
29
日
㈬

⑥
物
販
コ
ー
ナ
ー

　
日 

25
日
㈯
～
29
日
㈬

Ⓒ小学館/フウワイ・サカズキ九

昨年のムジカ・グラート氷
見の演奏パフォーマンス
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基本目標 Ⅱ 基本目標 Ⅳ基本目標 Ⅱ

新たに5人家族の
移住が決まりました

IJU
応援センター

だより

　起業を志す若者や観光の仕事がしたい方、芸術家な
ど、さまざまな方々から移住についてのご相談をいた
だき、日々、皆さんの移住応援を続けています。そんな
中、氷見でハンドボールをしたいというお子さんの希
望を叶えるため、5 人家族が新たに氷見へ移住してく
ることになりました。ご要望に合う地域と物件がなか
なか見つからなかったのですが、自治会や不動産会社、
学校関係者の皆さんのお力添えによって、ご家族の移
住への決断を力強く後押しすることができました。あ
りがとうございました。
　今後も地域との温かい関係を大事にしながら、移住
を希望される方一人ひとりの幸せと向き合い、できる
限りの支援を行っていきます。
【問合せ】　IJU（移住）応援センター「みらいエンジン」
� 　☎54 ― 0445
　商工業・しごとづくり・IJUターン応援課　
� ☎74 ― 8075

みらいエンジン（交流拠点「まちのタマル場」）
氷見市中央町5番7号　☎0766 ― 54 ― 0445
メ ー ル　info@himi-iju.net
ホームページ　http://himi-iju.net/
開所時間　午前9時30分〜午後9時
定 休 日　毎週水・木曜日

　都市計画道路氷見
伏木線は、窪地内市
道中仙道線を起点と
し柳田地内国道415
号を結び、交通量の
多い国道415号のバ
イパスとして高岡伏
木方面の交通を担う
幹線道路です。
　両 側 に3.5ｍ の 歩
道を備えた、通学路として
も機能の高い道路です。
　平成12年11月に事業認可
を受け、17年をかけて完成
にいたりました。
　地域の皆さんの生活道路
としての機能はもちろんの
こと、物流・観光の面から
も氷見市の発展に大きく寄
与すると期待されています。
【問合せ】　建設課　☎74 ― 8171

　この 3 月で北陸新幹線は、早くも開業から 2 周年
を迎えます。
　卒業の季節、新社会人になる人は友人との卒業旅行
に、新社会人のご家族の方は卒業式を見に、新高岡駅
から北陸新幹線をご利用ください。
　また、今年は 3 年に一度の「ワールド・ベースボー
ル・クラシック（ＷＢＣ）」の開催年です。日本代表チー
ムの 3 度目の世界一が期待されていますが、その一
次ラウンド、二次ラウンドが東京で開催されます。
　まだ新高岡駅から北陸新幹線をご利用になってい
ない方は、ぜひこの機会にご利用ください。
【問合せ】　都市計画・コミュニティデザイン応援課
　☎30 ― 2949

　また、お出かけの際には、新高岡駅から乗車して、
1 人当たり 2 千円の助成が受けられる「ちょっと東
京方面へ足を延ばして」コースをご利用ください。
助成対象は3月乗車分まで！（先着順ですのでお早めに）
【問合せ】　（一社）氷見市観光協会　☎74 ― 5250

Ｈ
Ｐ1152

西條中学校方面から市中央部を望む

新高岡駅から北陸新幹線で
　卒業旅行・ＷＢＣ観戦へ！

※赤線の箇所が氷見伏木線

祝 開業２周年 都市計画道路
氷見伏木線  が
� 2月26日に 開通！

◉移住希望者の状況（2月8日現在）
・相談件数56人（29組）
◉暮らし体感ツアーの状況
・開催回数16回　・参加者49人（16組）
◉まちのタマル場の利用状況
・1月　84人（36組）

空き家情報を大募集中！

◆ぶり奨学ローンが利用可能な市提携金融機関
㈱北陸銀行、㈱北國銀行、㈱富山第一銀行、㈱富山銀行、氷見伏木信用金庫、氷見市農業協同組合、富
山県信用漁業協同組合連合会

　
氷
見
市
で
育
っ
た
子
ど
も
た
ち
が
更
な
る
成
長
の
た
め
に
進
学

し
、
氷
見
市
に
戻
っ
て
ふ
る
さ
と
の
未
来
の
た
め
に
活
躍
で
き
る

よ
う
支
援
す
る
「
ぶ
り
奨
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
「
ぶ
り
奨
学
助
成
制
度
」
で
は
、
富
山
県
と
石
川
県
以
外
の
大

学
な
ど
に
進
学
し
た
人
を
対
象
と
し
て
、
氷
見
市
に
戻
っ
て
き
た

ら
、
月
額
4
万
5
千
円
ま
で
の
奨
学
金
や
「
ぶ
り
奨
学
ロ
ー
ン
」

の
返
済
額
に
つ
い
て
助
成
し
ま
す
。
ま
た
、
在
学
中
の
利
子
の
返

済
額
に
つ
い
て
も
助
成
し
ま
す
。　

　
「
ぶ
り
奨
学
ロ
ー
ン
」
は
、
市
と
提
携
し
た
市
内
の
金
融
機
関

が
提
供
す
る
通
常
よ
り
金
利
が
優
遇
さ
れ
た
教
育
ロ
ー
ン
で
す
。

学
力
要
件
や
所
得
上
限
、
人
数
制
限
も
あ
り
ま
せ
ん
。（
た
だ
し
、

「
ぶ
り
奨
学
ロ
ー
ン
」
の
利
用
に
は
金
融
機
関
に
よ
る
審
査
が
あ
り
ま
す
。）

　
　
こ
の
「
ぶ
り
奨
学
助
成
制
度
」
や
「
ぶ
り
奨
学
ロ
ー
ン
」
を
利

用
す
る
た
め
に
は
、
ぶ
り
奨
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
説
明
会
へ
の
出
席
と

「
ぶ
り
奨
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
へ
の
登
録
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、「
ぶ
り
奨
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
へ
の
登
録
を
予
定
し

て
い
る
人
や
制
度
の
利
用
を
検
討
し
て
い
る
人
は
、
下
段
で
案
内

し
て
い
る
ぶ
り
奨
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
説
明
会
へ
の
出
席
を
お
願
い
し

ま
す
。

　
※�

ぶ
り
奨
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
取
り
組
み
や
助
成
条
件
の
詳
細
に
つ
い
て
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

日
時

　
　
※
日
程
を
追
加
し
ま
し
た

　

3
月
25
日
㈯

	
	

午
前
の
部　
9
時
～
11
時

	
	

午
後
の
部　
1
時
～
3
時

　

3
月
26
日
㈰

	
	

午
前
の
部　
9
時
～
11
時

	
	

午
後
の
部　
1
時
～
3
時

場
所　

�

市
役
所
2
0
1
災
害
対
策
室

内
容　

�

ぶ
り
奨
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
制
度
内
容
や
申
請
方
法
な
ど

持
ち
物　

�

住
所
が
分
か
る
身
分
証
明
書
（
個
人
番
号
カ
ー
ド
や

運
転
免
許
証
、
住
所
記
入
済
の
健
康
保
険
証
な
ど
）

※
事
前
申
込
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
説
明
会
に
は
学
生
本
人
と
保
護
者
の
出
席
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
別
の
日
の
説
明
会
に
出
席
い
た
だ
い
て
も
か
ま
い
ま

せ
ん
。

※
説
明
会
終
了
後
、
希
望
す
る
人
は
ぶ
り
奨
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
へ
の

登
録
申
請
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
申
請
す
る
場
合
は
大
学

な
ど
の
合
格
通
知
書
（
大
学
な
ど
に
在
学
中
の
人
は
学
生
証
）

と
印
鑑
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】　
秘
書
・
市
民
と
と
も
に
創
る
未
来
政
策
課

　
☎
74
―
8
0
1
1

「
ぶ
り
奨
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
」始
ま
り
ま
し
た
！

Ｈ
Ｐ1157

1月の説明会の様子

ぶり奨学助成制度の対象および種類など
助成対象となる
ローンおよび奨学金

ぶり奨学ローン、日本学生支援機構（国）の第一種奨学金・第二種奨学金
富山県奨学資金、氷見市育英資金

助成対象となる進学先 富山県および石川県以外に所在する大学（大学院を除く）、短期大学、
高等専門学校（4・5年次）、専修学校（専門課程）

助成金の種類
利子助成金 在学中にかかる利子の返済額について、1年ずつ交付します。（最長4年間）

元利助成金 卒業後10年以内に氷見市に戻ってきた場合に、元金および利子の返済
額の総額の10分の1を1年ずつ交付します（最長10年間）

助成限度額 借り入れたぶり奨学ローンなどの返済額のうち、月額 4 万 5 千円、最大
4年間分（216万円）に相当する元金と利子分まで 学力要件なし！

所得上限なし！

人数制限なし！

現役学生も対象！

将
来
氷
見
市
に
戻
っ
て
き
た
ら
、
月
額
４
万
５
千
円
ま
で
の

借
入
金
の
返
済
額
を
助
成
し
ま
す

3
月
15
日
㈬

	

午
前
の
部　
9
時
～
11
時

	

午
後
の
部　
6
時
～
8
時

3
月
20
日（
月・祝
）

	

午
前
の
部　
9
時
～
11
時

	

午
後
の
部　
1
時
～
3
時

ぶ
り
奨
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
説
明
会
を

�

開
催
し
ま
す
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臨時福祉給付金（経済対策分）のお知らせ
　消費税率の引き上げによる、所得の少ない人への
影響を緩和するため、臨時的な措置として、臨時福
祉給付金（経済対策分）を支給します。

●支給対象者
　平成28年1月1日現在、氷見市に住民登録があり、
平成28年度分の市民税が課税されていない人
　※�ただし、課税されている人に生活の面倒をみてもらって

いる（課税者の扶養となっている）人や生活保護の受給
者などは対象となりません。

●支 給 額
　支給対象者1人につき1万5千円（1回限りの支給）
●申 請 期 間
　平成29年3月21日㈫～平成29年6月30日㈮

申請内容を審査した後、申請書に記載された指定口座
へ振り込みます。（4 月下旬から振込開始の予定です。）市が
申請書を受け取ってから振り込むまでに1か月半程度か
かります。
※�審査の結果、支給の対象とならない場合があります。

【問合せ】	
申請に関する問合せ：福祉介護課　
　専用ダイヤル� ☎74 ― 8260または74 ― 8111
制�度に関する問合せ：厚生労働省　
　給付金専用ダイヤル� ☎0570 ― 037 ― 192

支給対象の確認フロー
平成28年1月1日時点で氷見市に住民登録されていますか

臨時福祉給付金
（経済対策分）の
支給対象外です

平成28年 1月 1日時点で
住民登録されていた市町村
にお問い合わせください

生活保護を受けていますか

平成28年度分の市民税が課税されていますか

平成28年度分の市民税が課税されている人に扶養されていますか

「臨時福祉給付金（経済対策分）」の支給対象となる可能性があります

※�あくまで一般的な場合を想定したものを
記載しています。

は　い

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

は　い

は　い

は　い

●申 請 方 法
　支給対象者となる可能性がある世帯に 3 月中旬に
申請書を郵送します。
　届いた申請書と必要書類を、同封の返信用封筒に
入れて返送してください。

認知症を考える講演会
　日本では、65 歳以上の 4 人に 1 人が認知症ま
たはその予備軍と推測されています。認知症は誰
にでも起こりうる「脳の病気」であり、早期発見、
早期対応が大切です。この機会に認知症について
学び、今、自分にできることを考えてみましょう。
　事前の申し込みは不要です。どなたでも参加で
きますので、お気軽にお越しください。

日時　3月18日㈯　午後1時30分～3時30分
場所　いきいき元気館3階ホール
料金　無料

内容
①活動報告「宮田地区高齢者見守り SOSネット
ワーク模擬訓練」（午後1時30分～）

	 報告者	 宮田地区社会福祉協議会　
		  会長　和泉　泰司氏
②講演「認知症の理解と対応について～認知症の
人を医療とケアで支えるために～」（午後2時～）

	 講　師	 富山赤十字病院　
		  高令心療科　部長　
		  　殿谷　康博氏
【問合せ】	 地域包括支援センター
	 （福祉介護課内）　☎74 ― 8067

投
票
で
き
る
人

　
平
成
11
年
4
月
3
日
以
前
に
生
ま

れ
た
人
で
、
平
成
28
年
12
月
25
日
ま

で
に
氷
見
市
へ
住
民
登
録
し
引
き
続

き
住
ん
で
い
る
人

投
票
時
間

　
午
前
7
時
～
午
後
8
時

投
票
場
所

　
市
内
29
か
所
（
投
票
所
入
場
整
理
券

に
記
載
し
て
あ
り
ま
す
。）

※
投
票
所
入
場
整
理
券
は
、
3
月
13
日
現

在
の
住
所
に
基
づ
い
て
作
成
し
、
3
月

26
日
の
告
示
日
以
後
に
発
送
し
ま
す
。

世
帯
別
4
人
連
記
で
作
成
し
た
「
は
が

き
」
を
世
帯
主
あ
て
に
送
付
し
ま
す
の

で
、
自
分
の
分
を
切
り
取
っ
て
投
票
所

へ
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
も
し
も
入
場
整

理
券
を
な
く
し
た
り
忘
れ
た
り
し
た
場

合
で
も
、
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て

い
る
人
は
投
票
で
き
ま
す
の
で
、
投
票

所
の
受
付
で
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

※
な
お
、
3
月
14
日
以
降
に
市
内
で
住
所

を
移
し
た
人
は
、
旧
住
所
の
投
票
所
で

投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

期
日
前
投
票

　
仕
事
や
旅
行
な
ど
の
理
由
で
、
投

票
日
に
投
票
所
へ
行
け
な
い
人
は
、

期
日
前
投
票
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

日
時　
3
月
27
日
㈪
～
4
月
1
日
㈯

　
　
　
午
前
8
時
30
分
～
午
後
8
時

場�

所　

�

市
役
所
1
階
地
域
協
働
ス

ペ
ー
ス

不
在
者
投
票

①
指
定
病
院
な
ど
で
投
票

　
病
気
や
け
が
・
出
産
な
ど
で
歩
行

が
困
難
で
、
指
定
施
設
に
入
院
ま
た

は
入
所
し
て
い
る
人
は
、
病
院
長
な

ど
に
申
し
出
て
不
在
者
投
票
を
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

②
郵
便
な
ど
で
投
票

　
身
体
障
害
者
手
帳
、
戦
傷
病
者
手

帳
ま
た
は
介
護
保
険
被
保
険
者
証
を

持
っ
て
い
る
人
は
、
障
害
な
ど
の
程

度
に
よ
っ
て
、
郵
便
で
不
在
者
投
票

が
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
郵
便
に
よ
る
投
票
用
紙
な
ど
の
請
求
が

で
き
る
の
は
3
月
29
日
㈬
ま
で
で
す
。

③
滞
在
地
で
の
投
票

　
国
内
で
長
期
出
張
や
旅
行
中
の
人

は
、
滞
在
先
で
投
票
す
る
方
法
も
あ

り
ま
す
。
あ
ら
か
じ
め
投
票
用
紙
な

ど
を
請
求
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
の

で
、
早
め
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。代

理
投
票
と
点
字
投
票

　
体
が
不
自
由
な
ど
の
理
由
に
よ

り
、
自
ら
投
票
用
紙
に
記
載
で
き
な

い
人
は
「
代
理
投
票
」、
目
の
不
自
由

な
人
は
「
点
字
投
票
」
を
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
投
票
所
で
係
員
に
お

申
し
出
く
だ
さ
い
。

選
挙
公
報

　
立
候
補
し
た
全
て
の
候
補
者
や
政

見
な
ど
を
掲
載
し
た
選
挙
公
報
を
、

投
票
日
の
2
日
前
ま
で
に
新
聞
に
折

り
込
ん
で
配
布
し
ま
す
。
郵
送
も
可

能
で
す
の
で
、
希
望
す
る
人
は
お
知

ら
せ
く
だ
さ
い
。

・
選
挙
公
報
が
置
い
て
あ
る
場
所

　
市
役
所
1
階
地
域
協
働
ス
ペ
ー
ス

と
総
合
案
内
、
教
育
文
化
セ
ン
タ
ー
、

い
き
い
き
元
気
館
、
ふ
れ
あ
い
ス

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
、
金
沢
医
科
大
学

氷
見
市
民
病
院

【
問
合
せ
】	

選
挙
管
理
委
員
会

	

☎
74
―

8
0
2
5

基本目標 Ⅱ
　
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
養
成
塾
で
は
、
氷
見

を
も
っ
と
知
り
た
い
、
氷
見
の
魅
力
を
多
く
の
人
に

伝
え
た
い
と
い
う
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
「
つ
ま
ま
の
会
」
に
よ
る
市
内
の
観

光
名
所
の
案
内
や
、
各
種
体
験
メ
ニ
ュ
ー
を
通
じ
て
、

氷
見
の
本
当
の
魅
力
に
出
会
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

今
回
は
、「
氷
見
つ
ま
み
食
い
ク
ー
ポ
ン
」
を
使
っ
て
、

氷
見
の
街
中
グ
ル
メ
を
お
得
に
楽
し
み
ま
す
。
こ
の

機
会
に
今
ま
で
入
っ
た
こ
と
が
な
い
お
店
や
、
食
べ

た
こ
と
の
な
い
街
中
グ
ル
メ
を
堪
能
し
ま
し
ょ
う
。

毎
月
1
回
、
全
10
回
の
開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

●
第
5
回
講
座
の
ご
案
内

開
催
日
時　
3
月
16
日
㈭　
正
午
～
午
後
3
時

集
合
場
所　
ひ
み
番
屋
街
（
正
面
入
口
）

内
容　
氷
見
の
街
中
グ
ル
メ
つ
ま
み
食
い
ツ
ア
ー

料
金　
4
0
0
円
（
氷
見
つ
ま
み
食
い
ク
ー
ポ
ン
購
入
代
）

定
員　
20
人

※
こ
の
講
座
に
初
め
て
参
加
す
る
人
は
事
前
に
お
申
込
み
く

だ
さ
い
。

※
本
ツ
ア
ー
で
の
飲
食
は
お
や
つ
感
覚
の
も
の
が
中
心
と
な
り

ま
す
。
特
に
昼
食
時
間
を
設
け
て
い
ま
せ
ん
の
で
、
あ
ら

か
じ
め
各
自
で
お
済
ま
せ
く
だ
さ
い
。

※
第
6
回
講
座
の
案
内
は
「
広
報

ひ
み
4
月
号
」
に
掲
載
し
ま
す
。

【
問
合
せ
・
申
込
】

観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド

養
成
塾
運
営
委
員
会
事
務
局

（
観
光
交
流
・
若
者
と
女
性
の
夢

応
援
課
）　
☎
74
―
8
1
0
6

観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ガ
イ
ド
養
成
塾

塾
生
募
集
！

氷見つまみ食いクーポン

4
月
2
日
㈰
は

氷
見
市
長
選
挙
の
投
票
日
で
す
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種類

標準的な接種期間

13

歳

12

歳

11

歳

10

歳

9

歳

8

歳

7

歳

6

歳

5

歳

4

歳

3

歳

2

歳

1

歳

11
か
月

10
か
月

9
か
月

8
か
月

7
か
月

6
か
月

5
か
月

4
か
月

3
か
月

2
か
月

1
か
月

Hib（ヒブ）
� 2か月から7か月の間に接種開始

小児用肺炎球菌
� 2か月から7か月の間に接種開始
4種混合（DPT-IPV）
ジフテリア（D）、百日せき（P）、
破傷風（T）、不活化ポリオ（IPV）
� 3か月から1歳
DT混合第2期
ジフテリア（D）、破傷風（T）
� 小学校6年生
B型肝炎
1回目　2か月　　2回目　3か月
3回目　1回目接種から139日以上あけて
BCG（結核）
� 5か月から8か月

MR混合
（麻しん・風しん）

1期  1歳
2期  小学校就学前の1年間

水痘 初回  1歳から1歳3か月
追加  初回接種の半年から1年後

日本
脳炎

1期  3歳で2回、4歳で1回
2期  小学校4年生

子宮頸がん予防
� 中学校1年生

　
昨
年
の
4
月
か
ら
始
ま
っ
た
こ
の
連
載
も
今

回
が
最
後
で
す
。「
去
年
も
イ
ノ
シ
シ
に
や
ら
れ

た
」「
被
害
が
止
ま
ら
な
い
」
と
い
っ
た
方
も
ま

だ
ま
だ
多
く
い
る
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、「
イ
ノ

シ
シ
の
被
害
を
止
め
た
」「
対
策
は
そ
ん
な
に
難

し
く
な
い
」
と
い
う
方
が
た
く
さ
ん
い
る
の
も

事
実
で
す
。
正
し
い
対
策
、
効
果
的
な
対
策
を

す
れ
ば
イ
ノ
シ
シ
の
被
害
を
必
ず
止
め
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
正
し
い
対
策
の
お
さ
ら
い
を
し

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

イ
ノ
シ
シ
に
嫌
わ
れ
る
農
地
に
す
る

　
ま
ず
、
自
分
の
畑
や
田
ん
ぼ
の
周
り
が
、
イ

ノ
シ
シ
の
住
み
や
す
い
環
境
に
な
っ
て
い
な
い

か
チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
イ
ノ
シ
シ
は
体
を
隠
す
こ
と
の
で
き
る
藪
な

ど
を
好
み
ま
す
。
農
地
の
周
り
に
藪
が
多
い
ほ

ど
、
イ
ノ
シ
シ
は
そ
こ
で
暮
ら
し
や
す
く
な
り
、

農
地
に
出
没
し
や
す
く
も
な
り
ま
す
。
隠
れ
場

所
を
少
し
減
ら
す
だ
け
で
も
、
イ
ノ
シ
シ
が
田

畑
へ
出
没
す
る
こ
と
を
減
ら
せ
ま
す
。

　
イ
ノ
シ
シ
は
お
い
し
い
も
の
を
た
く
さ
ん
食

べ
ら
れ
る
場
所
を
好
み
ま
す
。
農
地
の
周
り
の

誰
も
収
穫
し
な
い
柿
や
、
稲
の
収
穫
後
に
米
が

実
っ
た
二
番
穂
が
た
く
さ
ん
あ
る
こ
と
は
、
イ

ノ
シ
シ
に
農
地
に
来
る
と
食
べ
物
が
た
く
さ
ん

あ
る
と
い
う
こ
と
を
教
え
て
い
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
イ
ノ
シ
シ
に
嫌
わ
れ
る
た
め
に
は
、
私

た
ち
が
気
に
留
め
な
い
よ
う
な
イ
ノ
シ
シ
の
エ

サ
に
な
る
も
の
を
減
ら
す
こ
と
も
大
事
で
す
。

　
こ
の
項
目
の
詳
細
は
平
成
28
年
4
月
号
、
5

月
号
、
10
月
号
、
11
月
号
を
見
て
く
だ
さ
い
。

防
護
柵
は
効
果
的
に
設
置
す
る

　
防
護
柵
は
、
た
だ
設
置
す
れ
ば
被
害
を
止
め

ら
れ
る
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
イ
ノ
シ
シ
の

行
動
の
特
性
に
合
っ
た
設
置
を
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
例
え
ば
電
気
柵
で
あ
れ
ば
、
電
線

を
20
㎝
間
隔
で
張
ら
な
け
れ
ば
効
果
が
出
ま
せ

ん
。
電
気
を
流
し
て
い
な
い
の
に
設
置
し
っ
ぱ

な
し
に
し
て
い
れ
ば
、
イ
ノ
シ
シ
に
電
気
柵
の

突
破
方
法
を
覚
え
さ
せ
て
し
ま
い
ま
す
。
ワ
イ

ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ
柵
は
地
面
と
し
っ
か
り
固
定
し

て
、
隙
間
を
作
ら
な
い
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
、

イ
ノ
シ
シ
に
潜
り
込
ま
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
ま
た
、
ど
ん
な
柵
で
も
管
理
を
怠
る
と
、
た

だ
の
置
物
同
然
に
な
り
ま
す
。
で
き
る
だ
け
こ

ま
め
に
管
理
や
補
修
を
す
る
こ
と
で
、
侵
入
防

止
効
果
が
長
続
き
し
ま
す
。

　
こ
の
項
目
の
詳
細
は
平
成
28
年
7
月
号
、
8

月
号
、
9
月
号
を
見
て
く
だ
さ
い
。

被
害
を
減
ら
す
た
め
の
捕
獲
を
す
る

　
先
月
号
の
繰
り
返
し
に
な

り
ま
す
が
、
被
害
を
減
ら
す

捕
獲
は
量
よ
り
も
質
が
大

事
で
す
。
イ
ノ
シ
シ
を
た
く

さ
ん
捕
獲
し
た
か
ら
と
い
っ

て
被
害
が
減
る
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
農
地
の
周
辺
に

住
み
着
き
、
被
害
を
出
す
悪

い
イ
ノ
シ
シ
を
捕
獲
し
な
い

と
意
味
が
あ
り
ま
せ
ん
。
そ

の
た
め
に
は
、
柵
で
農
地
を

守
り
、
農
地
周
辺
の
エ
サ
を
減
ら
す
こ
と
も
必

要
不
可
欠
に
な
り
ま
す
。
そ
し
て
、
確
実
に
言

え
る
こ
と
は
、
捕
獲
ば
か
り
の
対
策
を
行
っ
て

被
害
を
減
ら
し
た
地
域
は
全
国
に
あ
り
ま
せ
ん
。

　
こ
の
項
目
の
詳
細
は
平
成
29
年
2
月
号
を
見

て
く
だ
さ
い
。

み
ん
な
で
勉
強
す
る

　
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
紹
介
し
た

正
し
い
対
策
を
多
く
の
人
が
認
識
し
て
い
る
地

域
で
は
、
被
害
対
策
は
う
ま
く
い
っ
て
い
ま
す
。

一
人
で
や
る
に
し
て
も
集
落
み
ん
な
で
や
る
に

し
て
も
、
正
し
い
や
り
方
で
取
り
組
ま
な
け
れ

ば
イ
ノ
シ
シ
は
被
害
を
出
し
続
け
ま
す
。
情
報

源
の
一
つ
と
し
て
、
こ
の
連
載
を
参
考
に
し
て

い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

文
：�

西
日
本
農
業
研
究
セ
ン
タ
ー
畜
産
・
鳥
獣
害

研
究
領
域　
研
究
員　
堂
山　
宗
一
郎

【
問
合
せ
】　
農
林
畜
産
・
い
の
し
し
等
対
策
課

　
☎
30
―
7
0
8
8

vol. 12　正しい対策がイノシシ被害を止める！

正しい対策を勉強した農家さんの柿園。
5 年以上被害はゼロ。

正しく知ればイノシシも怖くない

を防ぐために
私たちにできること鳥獣被害鳥獣被害

　
感
染
症
か
ら
子
ど
も
を
守
る
た

め
に
標
準
的
な
接
種
期
間
（
感
染
症

に
か
か
り
や
す
い
時
期
を
考
慮
し
た
望

ま
し
い
期
間
）
に
な
っ
た
ら
早
め
に

予
防
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

　
公
費
負
担
で
接
種
で
き
る
期
間

内
は
、
無
料
で
予
防
接
種
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。（
期
間
を
過
ぎ

る
と
全
額
個
人
負
担
と
な
り
ま
す
。）

　
ま
た
、
接
種
で
き
る
場
所
は
富

山
県
内
の
医
療
機
関
で
す
。
県
外

で
の
接
種
を
希
望
す
る
場
合
は
、

健
康
課
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】

　
健
康
課　

�

☎
74
―
８
０
６
２

標準的な接種期間（望ましい時期） 対象期間（公費負担で接種できる期間）

子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
に

つ
い
て

　
現
在
、
積
極
的
な
接
種
勧
奨

を
行
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
現
時

点
で
の
接
種
を
希
望
す
る
人
は
、

定
期
予
防
接
種
と
し
て
接
種
費

用
を
市
で
負
担
し
ま
す
。
な
お
、

積
極
的
な
接
種
勧
奨
が
再
開
さ

れ
ま
し
た
ら
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　コンビニ交付サービスの開始（平成 28 年 3
月～）などに伴い、市庁舎正面玄関に設置し
ている自動交付機のサービスを平成 29 年 3
月31日㈮で終了します。
　自動交付機をご利用の人は、早期にマイ
ナンバーカードを取得（初回無料）されます
ようお願いします。
　なお、印鑑登録証は引き続き市民課窓口
での印鑑登録証明書取得に必要です。

コンビニ交付サービスの対象となる証明書等
◦住民票の写し
◦戸籍謄本（全部事項証明）、戸籍抄本（個人事項証明）、
	 戸籍の附票の写し　※本籍地が氷見市の人
◦印鑑登録証明書　※すでに印鑑登録済の人

のお知らせ証 明 書 自 動 交 付 機 終 了

自動交付機とコンビニ交付サービスの一時利用停止のお知らせ
　点検・メンテナンスのため、3 月 18 日㈯終日、市庁舎内自動
交付機とコンビニ交付サービスのご利用ができません。ご不便
をおかけしますが、皆さんのご理解とご協力をお願いします。

【問合せ】　市民課　☎74 ― 8051

コンビニエンスストア店舗内
キオスク端末（マルチコピー機)

市庁舎
1か所

午前9時　
　�～ 午後7時

（土・日・祝日は
 午前8時30分
　�～ 午後5時）

設
置
数

利
用
時
間

全国コンビニ
エンスストア

約48,000店舗

午前6時30分
�～ 午後11時

市庁舎内自動交付機

利便性が
向上しました

Ｈ
Ｐ1019

小学校6年生から高校1年生相当の年齢の女子

1回3回

1回

1回

2回 1回

1回1回

2回

1回3回

1回3回

3回 1回

予
防
接
種
を

受
け
ま
し
ょ
う

小学校就学前の1年間に限る

1415　広報ひみ 2017. 3




